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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第
２
回 

江
戸
各
郷
村
図
を
読
む 

玉
川
辺
図
（
帙
書 

江
戸
各
郷
村
図 

乾
） 

請
求
番
号
：
６
５
４
‐
０
２
‐
０
３
‐
１
０
（
Ｚ
Ｂ
‐
０
５
２
） 

 

当
館
が
所
蔵
す
る
「
江
戸
明
治
期
史
料
」
約
８
０
０
０
点
の
な
か
に
は
、
文
書
だ

け
で
な
く
地
図
類
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の

フ
リ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
江
戸
図
」
と
入
力
し
て
検
索
す
る
と
、
６
２
０
件
の
地
図
が

抽
出
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
図
類
は
大
型
の
も
の
が
多
く
、
実
物
を
開
い
て
見

る
と
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
見
応
え
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
一
つ
見
る

だ
け
で
も
非
常
に
大
変
で
す
。
ま
た
、
展
示
な
ど
で
も
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
越
し
で

は
な
か
な
か
細
部
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
経
験
が
あ

る
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
こ
う
し

た
手
間
や
煩
わ
し
さ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
思
い
の
ま
ま
地
図
の
世
界
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

１
．
江
戸
各
郷
村
図 

玉
川
辺
図
（
帙
書 

江
戸
各
郷
村
図 

乾
） 

 

さ
て
、
地
図
群
「
江
戸
各
郷
村
図
」
３
１
点
は
、「
乾
」
と
「
坤
」
の
二
種
類
の

帙
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、「
乾
」
の
方
は
豊
島
郡
内
の
図
面
が

多
く
を
占
め
て
お
り
、「
坤
」
に
は
そ
れ
以
外
の
も
の
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
他
に
詳
細
な
特
徴
は
ま
だ
分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
１

。
ま
た
、
図

面
の
多
く
に
は
、「
編
脩
地
志
備
用
典
籍

（
へ
ん
し
ゅ
う
ち
し
び
よ
う
て
ん
せ

き
）
」
と
い
う
朱
印
が
み
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
文
化
・
文
政
年
間
（
１
８
０
４

―
２
９
）
に
徳
川
幕
府
の
昌
平
坂
学
問

所
で
地
誌
編
纂
事
業
を
行
っ
た
際
に
、

参
考
用
と
し
て
収
集
し
た
地
誌
や
絵
図

類
に
捺
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
成
立
年
代
や
作
成
さ
れ
た
目
的
な
ど
も
異
な
り
ま
す
が
、
描
か

れ
て
い
る
田
畑
・
屋
敷
・
河
川
・
山
林
・
寺
社
の
位
置
情
報
な
ど
か
ら
は
、
現
在
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
江
戸
時
代
当
時
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
回
解
読
す
る
地
図
は
、「
江
戸
各
郷
村
図
」
の
内
「
玉
川
辺
図
」
で
す
。
こ
の

資
料
名
や
ラ
ベ
ル
は
写
真
に
あ
る
と
お
り
、
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
後
、
整
理
が
行

わ
れ
る
過
程
で
帙
の
表
面
に
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

こ
の
資
料
名
だ
け
で
は
図
面

の
中
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
書

か
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
書
か
れ
て
い

る
情
報
を
一
つ
一
つ
丹
念
に
読

み
取
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
回

の
趣
旨
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
早
速
資
料
を
読
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。 
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地図右 
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地図左 
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六所宮(現大國魂神社)付近拡大図 
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２
．
資
料
解
説 

 

地
図
の
北
側
の
端
に
は
「
入
間
川
」
が
あ
り
、
現
埼
玉
県
の
「
所
澤
」
や
「
川
越
」

の
地
名
が
み
え
、
南
側
に
は
「
品
川
」
か
ら
現
神
奈
川
県
の
「
藤
澤
」
を
通
り
「
箱

根
」
に
続
く
「
東
海
道
」
が
、
そ
の
先
に
は
「
不
二(

富
士)

山
」
や
「
相
模
山
」
ま

で
の
範
囲
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
相
模
山
」
か
ら
「
玉
川
」
近
く
に
み
え
る
「
関
戸 

古
名
小
山
田
関
」
よ
り
、

「
川
越
」
に
向
か
う
「
古
奧
州
海
道
」
の
途
中
に
は
、「
国
分
寺
」
や
「
戀(

恋)

ヶ

窪(

こ
い
が
く
ぼ)

」
と
い
う
地
名
が
確
認
で
き
ま
す
。
現
在
、
新
し
く
開
館
し
た
東

京
都
公
文
書
館
は
こ
の
辺
り
に
位
置
し
ま
す
。 

「
玉
川(

多
麻
川)

」
の
北
側
に
位
置
し
、
東
西
に
わ
た
る
「
江
戸
海
道
」
が
甲
州

街
道
で
す
。
絵
図
の
中
心
部
に
は
、
街
道
沿
い
の
「
布
田
五
宿
」
と
「
日
野
宿
」
と

の
間
に
、
東
か
ら
西
へ
と
「
新
宿
」「
番
場
宿
」「
本
宿
」
と
府
中
三
宿
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
中
央
に
は
、
緑
色
の
「
杉
森
」
に
囲
ま
れ
た
「
六
所
宮 

本
社
」
が
み

え
ま
す
。
六
所
神
領
は
、
天
正
１
９
年(

１
５
９
１)

１
１
月
に
徳
川
家
康
よ
り
社

領
５
０
０
石(

「
神
領
八
幡
宿
」)

が
寄
進
さ
れ
２

、
神
主
は
年
頭
と
将
軍
代
替
り
ご

と
に
江
戸
城
に
登
城
し
、
将
軍
に
御
礼
を
言
上
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
朱
印
社
領
は
、
明
治
４
年(

１
８
７
１)

ま
で
維
持
さ
れ
、
同
年
に
は
社
号
を

現
在
の
大
國
魂(

お
お
く
に
た
ま)

神
社
と
改
称
し
ま
す
。 

「
本
社
」
か
ら
「
随
身(

神)

門
」
を
く
ぐ
り
「
二
ノ
鳥
居
」
に
目
を
移
し
ま
す
と
、

鳥
居
の
両
端
に
「
高
札
」
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

に
よ
り
ま
す
と
、
１
つ
目
は
馬
市
に
関
す
る
法
制
が
書
か
れ
て
い
た
と
あ
り
、
２

つ
目
に
は
社
地
内
の
竹
木
伐
採
や
牛
馬
の
通
行
等
を
禁
じ
た
掟
書
を
掲
げ
ら
れ
て

い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
同
書
に
は
、
１
つ
目
の
高
札
の
文
面
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
馬
市
を
立
て
る
こ
と
は
、
５
月
３
日
の
駒
く
ら
べ
に
始

ま
り
９
月
晦
日
ま
で
に
限
る
こ
と
を
守
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
ま
す
３

。 

現
在
、
こ
の
「
駒
く
ら
べ
」
で
す
が
、
４
月
３
０
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
大
國
魂

神
社
の
例
大
祭
「
く
ら
や
み
祭
」
の
中
で
、
競
馬
式(

こ
ま
く
ら
べ)

が
行
わ
れ
て
お

り
、
府
中
高
札
場
は
、
東
京
都
指
定
文
化
財(

旧
跡)

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

絵
図
の
中
央
部
に
位
置
す
る
六
所
宮(

現
大
國
魂
神
社)

の
「
杉
森
」
の
両
端
に

は
、「
欠
馬
小
野
駒
古
跡
」「
細
馬
仝(

同)

」
と
み
え
ま
す
。「
欠
馬
」
と
は
、
恐
ら

く
「
駆(

駈)

馬(

か
け
ば)

」
の
こ
と
で
速
く
走
る
馬
を
指
し
、「
細
馬(

さ
い
ば)

」

は
す
ぐ
れ
た
馬
、
良
馬
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
こ
の
「
駒
古
跡
」
で
馬
市

が
開
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
東
の
馬
市
と
し

て
は
佐
倉(

千
葉
県)

と
並
び
、
府
中
の
馬
市
は
名
高
い
も
の
で
し
た
。
大
坂
の
陣

勝
利
の
吉
例
と
し
て
、
幕
府
は
御
厩
方
役
人
を
毎
年
派
遣
し
、
将
軍
に
献
上
す
る

馬
を
選
び
買
い
上
げ
る
慣
習
、「
府
中
御
馬
買
上
の
儀
」
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
享
保
７
年
（
１
７
２
２
）
に
将
軍
の
乗
り
馬
を
馬
市
で
買
い
上
げ
る
こ
と

を
止
め
た
た
め
、
馬
市
も
中
絶
と
な
り
ま
し
た
４

。
馬
市
は
、
武
士
の
乗
馬
の
み
な

ら
ず
百
姓
の
小
荷
駄
馬
も
売
買
さ
れ
、
ま
た
諸
国
近
在
か
ら
馬
喰
た
ち
が
集
ま
っ

て
宿
泊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
馬
役
を
務
め
る
宿
場
の
助
成
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
馬
市
の
再
開
を
求
め
る
願
書
は
度
々
提
出
さ
れ
５

、
八
王
子
宿
と
の
調

停
の
末
、
諸
商
品
の
売
買
を
行
わ
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス

や
６

、
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
に
は
、
内
藤
新
宿
に
府
中
宿
馬
市
を
出
張
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
再
興
し
ま
す
７

。
そ
の
後
は
、
資
金
繰
り
な
ど
が
困
難
に
な
り

８

馬
市
の
開
催
も
難
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。 
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さ
て
、「
六
所
宮
」
よ
り
や
や
東
の
方
角
に
「
八
幡
宮
」
と
あ
る
の
は
武
蔵
国
府

八
幡
宮
を
指
し
ま
す
が
、
そ
の
近
く
に
「
天
正
ノ
頃
ヨ
リ
御
馬
役
下
與
市
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
下
与
市(

し
も
の
よ
い
ち)

と
は
、
幕
府
御
家
人
の
馬
医
下
氏

が
拝
領
し
た
屋
敷
地
の
こ
と
で
、「
御
馬
屋
」「
御
預
り
厩
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
９

。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
身
分
的
に
は
若
年
寄
支
配
下
で
５
０

俵
２
人
扶
持
の
禄
を
受
け
、
お
お
よ
そ
３
０
０
０
坪
の
広
さ
が
あ
っ
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
１
０

。
現
在
の
場
所
で
い
う
な
ら
ば
、
京
王
線
府
中
競
馬
場
正
門
前

駅
の
南
側
辺
り
と
推
測
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

１ 

『
豊
島
区
地
域
地
図
』
第
７
集 
近
世
（
村
絵
図
２
）
編
（
豊
島
区
立
郷
土
資

料
館
、
２
０
０
９
年
） 

２ 

天
正
１
９
年
（
１
５
９
１
）
１
１
月
「
六
所
宮
宛
徳
川
家
康
社
領
寄
進
状
」

（
大
國
魂
神
社
文
書
）
所
収
（
府
中
市
、
２
０
２
０
年
）。
な
お
、
註
２
～
１

０
ま
で
は
全
て
『
新 

府
中
市
史
』
近
世
資
料
編 
上
を
参
照
と
し
て
い
る
。 

３ 

（
十
七
世
紀
前
期
）
「
馬
市
高
札
写
」（
新
宿
比
留
間
家
文
書
） 

４ 

安
永
９
年
（
１
７
８
０
）
７
月
「
馬
市
由
緒
に
つ
き
六
所
宮
社
家
・
馬
喰
頭
役

高
木
源
兵
衛
書
付
」
（
新
宿
比
留
間
家
文
書
） 

５ 

天
明
４
年
（
１
７
８
４
）
４
月
「
毎
月
馬
市
開
催
に
つ
き
願
書
」（
新
宿
比
留

間
家
文
書
）
な
ど
。 

６ 

天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
２
月
「
馬
市
再
興
に
つ
き
馬
改
め
仕
法
方
請
書
」

（
新
宿
菊
池
家
文
書
）
な
ど
。 

こ
の
よ
う
に
、「
府
中
」
に
は
人
々
が
馬
と
共
に
生
活
を
し
て
き
た
形
跡
が
数
多

く
遺
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
図
面
か
ら
も
そ
の
光
景
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。 

 

資
料
の
画
像
は
、
当
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
１
１

。

今
回
ご
紹
介
し
た
資
料
の
他
に
も
多
く
の
興
味
深
い
絵
図
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

７ 

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
正
月
「
内
藤
新
宿
に
て
馬
市
出
張
開
催
に
つ
き
連
印

一
札
」（
新
宿
比
留
間
家
文
書
） 

８ 

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
５
月
「
本
町
・
番
場
宿
へ
の
御
貸
下
金
返
済
滞
納
に

つ
き
上
納
方
一
札
」（
大
國
魂
神
社
文
書
） 

９ 

寛
永
１
２
年
（
１
６
３
５
）
９
月
「
御
馬
屋
・
中
間
屋
敷
地
書
付
」、
元
禄
５

年
（
１
６
９
２
）
４
月
「
下
与
市
郎
預
り
厩
修
復
絵
図
（
共
に
下
家
文
書
） 

１
０ 

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
２
月
「
拝
領
屋
敷
地
譲
渡
証
書
」（
下
家
文
書
）
な

ど
。 

１
１ 

東
京
都
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ 

https://dasasp03.i-

repository.net/
il/cont/01/G0000002tokyoarchv01/000/101/0001019

89.jpg?log=true
&mid=0001003300001&d=1596698937017 

                                        

             

 


